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世帯数　56,513世帯（前月比5’世帯減）

人　口　173,939人（前月比134人増）

　　男　86,133人

　　女　87.806人

平和の願いを世界へ

平
和
の
像
を
設
置

８
月
1
5
日
に
除
幕
式
を
開
催

　
核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣
言
を
し
た
本
市
で
は
。
八
月

十
五
日
の
終
戦
の
日
に
、
宇
治
市
平
和
都
市
推
進
協
議
会

が
、
市
民
の
募
金
に
よ
る
新
し
い
「
平
和
の
像
」
を
設
置

し
ま
し
た
。
こ
の
像
は
、
核
兵
器
の
廃
絶
と
世
界
の
恒
久

平
和
を
願
う
市
民
の
‘
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
今
後
市
庁
舎
前

庭
で
平
和
の
大
切
さ
を
訴
え
て
い
き
ま
す
。

　
昭
和
六
十
二
年
十
月
に
市
議
会

で
「
核
兵
器
廃
絶
平
和
都
山
岳
言
」

が
決
議
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
市

平
和
都
市
推
進
協
議
会
が
新
た
に

平
和
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
多
数

の
市
民
の
募
金
に
よ
り
「
平
和
の

像
」
を
市
庁
舎
前
庭
に
建
で
替
え

ま
し
た
。

　
こ
の
像
は
、
赤
み
か
げ
石
の
台

座
の
上
に
、
平
和
の
シ
ン
ボ
ル
ー

ハ
ト
と
女
性
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た

ブ
ロ
ン
ズ
像
で
、
高
さ
は
二
こ

四
メ
ー
ト
ル
。
大
空
（
平
和
）
に

向
か
っ
て
、
ま
さ
に
飛
び
立
と
う

と
す
る
ハ
ト
を
高
く
掲
げ
理
想
の

彼
方
舎
兄
つ
め
て
い
ま
す
。

　
八
月
十
五
日
の
終
戦
の
日
に
、

市
平
和
都
市
推
進
協
議
会
の
主
催

で
、
「
平
和
の
像
」
の
除
幕
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
平
和

祈
念
集
会
が
開
か
れ
、
正
午
に
は
、

参
列
者
全
員
が
世
界
の
恒
久
平
和

ト
「
平
和
の
像
」

を
願
い
、
戦
争
・
被
爆
犠
牲
者
の

め
い
福
か
将
っ
て
新
し
い
「
平
和

の
像
」
の
前
で
黙
と
之
否
き
げ

ま
し
た
。

の
除
幕
式

　　　　　核兵器廃絶平la 都市lilt

　真の恒久平和は、人類共通の念願である。

　我々は世界最初の被爆国民として、核兵器の恐ろしさ

を身をもって体験している。この地球上に再び広島・長

崎の惨禍を繰り返してはならない。その為にあらゆる国

の核兵器の廃絶と全面軍縮を全世界の人々に訴えるもの

である。

　日本国憲法に掲げられた恒久平和の理念を市民生活の

中に生かし、子々孫々に継承するため、ここに核兵器廃

絶平和司市たることを宣言する。

▲黙とうをささげる池本市長(手前)ら参列者

国
体
開
幕
近
づ
く

会
場
へ
は
公
共
交
通
機
関
で

　
京
都
国
体
扁
平
大
会
が
、
九

月
四
日
心
か
ら
府
立
山
城
総
合

運
動
公
園
（
太
陽
が
丘
）
を
主
会

場
と
し
て
、
七
日
困
ま
で
の
四
″

日
間
開
催
。
本
市
で
は
、
競
泳
、

飛
び
込
み
、
シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ

ド
ー
ス
イ
ミ
ン
グ
の
各
競
技
が

行
わ
れ
ま
す
。

　
会
期
中
、
会
場
運
営
な
ど
を

円
滑
に
行
ラ
た
め
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
★
九
月
四
日
間
の
開
会
式
に

　
　
は
入
場
券
が
必
要
で
す

京都国体夏季大会　一般観覧者用駐車場

宇治市例ゲート

　
　
（
入
場
券
は
当
選
者
に
引

　
き
渡
し
中
で
す
）
。

★
選
手
団
な
ど
の
円
滑
な
輸

　
送
に
ご
協
力
を

　
選
手
団
や
大
会
役
員
な
ど

の
円
滑
な
輸
送
の
た
め
、
関

係
車
両
を
優
先
し
て
い
た
だ

け
る
ぶ
フ
、
ご
協
力
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
迷
惑
駐
車
は
や

め
て
ぐ
だ
さ
い
。

★
大
会
会
場
へ
の
ご
来
場
は

　
マ
イ
カ
ー
の
自
粛
を

　
太
陽
が
丘
な
ど
の
駐
車
場

５

－
６

－
７

に
は
、
余
裕
が
あ
り
ま
せ
ん
。

会
場
周
辺
の
交
通
緩
和
を
図

る
た
め
に
も
マ
イ
カ
ー
の
自

粛
に
ご
協
力
を
。
会
場
へ
は
、

電
車
、
バ
ス
な
μ
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
特
に
開
心
一
式
当

日
は
、
車
両
の
通
行
制
限
や

太
陽
が
丘
へ
の
乗
り
入
れ
制

限
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
会
期
中
は
、
Ｊ
Ｒ
宇
治
、
京

阪
宇
治
、
近
鉄
大
久
保
の
各

駅
か
ら
夭
陽
が
丘
ま
で
、
無

料
送
迎
バ
ス
が
運
行
（
午
前

九
時
～
午
後
五
時
。
七
日
は

正
午
ま
で
）
。
ま
た
、
四
日
に

は
午
前
六
時
か
ら
八
時
頃
ま

で
、
同
様
に
各
駅
か
ら
臨
時

路
線
バ
ス
が
運
行
さ
れ
ま
す

　
な
お
、
会
期
中
の
一
般
観

城陽市側ゲー

覧
者
用
駐
車
場
と
収

容
台
数
な
ど
は
上
図

の
と
お
り
で
す
。
特

に
四
日
・
七
Ｅ
は
、

駐
車
台
数
が
大
４
ぐ

制
限
さ
れ
ま
す
の
で

ご
協
力
願
い
ま
す
。

　
　
（
国
体
事
務
局
）

夏　14日

秋　55日
至城陽市

887

茶業センター

・駐輪>1

・タクシーa時乗降場

　　　　(4日のみ)

回
市
道
甲
治
白
川
裸

４

－
５

－
６

市
道
下
居
大
久
保
線

京都国体記念･ラジオ体操60周年記念

夏期巡回ラジオ体操会

NHK全国実況放送

8月26日(金)午前６時ト6時40分

太陽が丘/陸上競技楊(雨天時は同体育館)

運動靴でおいでください

駐車場は午前7時半まで無料です　

NHK・郵政省・全国ラジオ体操連盟

　京都府･字治市

京都国体まであと
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８月29日(月)から23会場で

　
市
で
は
、
七
十
歳
以
上
の
市
民

に
敬
老
祝
金
を
支
給
し
柔
ｙ
。

　
本
年
度
の
支
給
日
程
は
右
下
表

の
と
お
り
で
す
。
ど
こ
の
会
場
で

も
お
渡
し
出
来
未
了
が
、
出
来
る

だ
け
最
寄
り
の
会
場
へ
お
越
し
ぐ

だ
さ
い
。

　
な
お
、
敬
老
祝
金
の
支
給
に
は

一
定
の
要
件
が
必
要
で
す
。
受
給

対
象
者
に
は
、
事
前
に
敬
老
祝
金

支
給
ご
案
内
の
は
が
声
を
お
送
り

し
ま
す
。
受
け
取
り
の
際
に
は
、

そ
の
は
が
き

に
住
所
・
氏

名
を
記
入
し
、

必
ず
押
印
の

上
、
支
給
会

場
へ
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

は
が
き
を
お

忘
れ
に
な
っ

た
り
、
押
印

の
な
い
場
合

は
、
そ
の
場

敬老祝金の支給日程表

月日 時　間 場　　所

8/29
　㈲

午前9時半～

　　　11時半

六地蔵公会堂

登り集会所

午後2時～
　　　４時

木幡公民館

西岡屋会館

8/30
　(■a

午前9時半～

　　　ll時半

大和田公会堂

南部福角渠会所

午後2時～
　　　４時

三室戸集会所

i'<-　撰　会　館

8/31
　(水)

午前9時半～
　　　n時半

宇治公民館

椛島公民分館

午後2時～
　　４時

城南荘集会所

開公民分館

９／１
　(利

午前9時半～

　　　11時半

中の田集会所

西小含集会所

午後2時～

　　　　４時

紫ヶ丘公民分館

小倉公尺館

９／８
　困

午前9時半～

　　　11時半

伊勢田公民分館

西大久保集会所

午後2時～

　　　　４時

旦椋公会堂

広野公民館

９／９
　倒

午前9時半～

　　　　11時

笠取南部集会所

白川集会所

午後2時~3IS半 笠取集会所

で
敬
老
祝
金
か
受
給
出
来
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
地
域
の
会
場
へ
来
ら
れ

な
い
人
は
、
九
月
十
日
か
ら
干
一

月
三
十
日
ま
で
の
間
に
福
祉
事
務

所
福
祉
課
へ
、
は
が
き
持
参
で
お

越
ト
だ
さ
い
。

　
詳
し
ぐ
は
、
福
祉
課
（
ａ
⑩
3

1
4
1
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
　
　
　
　
　
（
福
祉
課
）

お
知
ら
せ

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
の

　
実
技
講
習
会

　
黄
槃
体
育
館
で
は
、
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
室
に
あ
る
エ
ア
ロ
バ
イ
ク
な

ど
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
を
、
正

歴
史
の
ト
ピ
ッ
ク

　
釈
迦
誕
生
仏
は

　
　
　
奈
良
時
代
の
作

し
ぐ
安
全
に
ご
利
用
い
た
だ
ぐ
た

め
の
実
技
講
習
会
を
行
い
ま
す
。

　
▼
と
き
…
８
月
2
7
日
出
、
午
前

1
0
時
と
午
後
２
時
の
２
回
▼
と
こ

ろ
・
：
黄
緊
体
育
館
▼
対
象
・
定
員

：
1
5
歳
以
上
、
各
3
0
人
（
先
着
順
）

▼
受
講
料
・
：
千
円
（
要
顔
写
真
）
▼

申
し
込
み
・
：
直
接
、
黄
柴
体
育
館

（
五
ヶ
庄
三
番
割
）
へ
▼
問
い
合
わ

せ
…
黄
聚
体
育
館
（
豊
⑩
4
0
0

1
）
へ
。
　
　
（
黄
柴
体
育
館
）

　
お
は
な
し
会

　
▼
と
き
・
：
８
月
2
4
日
困
、
午
後

３
時
半
～
４
時
▼
と
こ
ろ
・
：
中
央

図
書
館
集
会
室
▼
内
容
・
：
お
は
な

し
、
読
み
聞
か
せ
、
紙
芝
居
▼
対

象
…
幼
児
か
ら
小
学
校
低
学
年

（
入
場
出
来
る
の
は
子
供
だ
け
）
▼

参
加
費
・
：
無
料
▼
申
し
込
み
・
：
当

日
、
直
接
会
場
へ
▼
問
い
合
わ
せ

・
：
中
央
図
書
館
（
き
⑩
1
5
1
1
）

へ
。
　
　
　
　
（
中
央
図
書
館
）

　
夏
休
み
お
は
な
し
会

　
▼
と
き
・
・
・
８
月
3
1
日
困
、
午
後

３
時
か
ら
▼
と
こ
ろ
・
：
大
久
保
青

少
年
セ
ン
タ
ー
▼
内
容
・
・
・
パ
ネ
ル

シ
ア
タ
ー
、
紙
芝
居
、
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
▼
参
加
費
…
無
料
▼
申

し
込
み
・
・
・
当
日
、
直
接
会
場
へ
▼

問
い
合
わ
せ
・
・
・
大
久
保
青
少
年
セ

ン
タ
ー
（
豊
⑩
7
4
4
7
）
へ
。

　
　
（
大
久
保
青
少
年
セ
ン
タ
ー
）

　
児
童
扶
養
手
当

　
認
定
請
求
・
現
況
届

　
父
母
の
離
婚
な
ど
で
、
父
と
生

活
を
共
に
出
来
な
い
児
童
、
ま
た

は
父
が
身
体
な
ど
に
重
度
障
害
の

円福寺

　
こ
の
程
、
円
福
寺
（
五
ヶ
庄
）
の
「
釈
迦
誕

生
仏
」
（
像
高
九
・
五
？
）
が
、
奈
良
時
代
製

作
の
銅
像
で
あ
る
こ
と
が
判
明
。

　
誕
生
仏
は
、
釈
迦
が
生
ま
れ
て
す
ぐ
四
方

に
七
歩
ず
つ
歩
み
、
天
と
地
を
指
し
「
天
上

天
下
唯
我
独
尊
」
と
言
っ
た
と
い
う
伝
え
に

凰
つ
い
た
も
の
。
多
く
は
上
半
身
が
裸
形
で
、

下
半
身
に
琲
を
ま
と
っ
た
姿
に
作
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
円
福
寺
の
釈
迦
像
は
、
祐
の
正
面
が
飛
烏

時
代
以
来
の
製
法
で
す
が
、
丸
顔
で
明
る
い

表
情
や
胸
腹
部
の
肉
付
け
か
ら
、
奈
良
時
代

八
世
紀
の
作
と
推
定
。
久
世
廃
寺
（
城
陽
市
）

址
か
ら
出
土
の
像
と
共
に
府
下
で
も
古
例
の

部
類
に
属
し
、
良
好
な
状
態
刄
管
石
れ
た

点
は
、
貴
重
と
い
え
ま
す
。

　
歴
史
資
料
館
で
は
、
九
月
三
日
か
ら
始
ま

る
特
別
展
「
宇
治
の
文
華
～
雅
び
と
寂
び
～
」

で
一
般
公
開
す
る
予
定
で
す
。

あ
る
児
童
の
母
、
あ
る
い
ば
母
に

代
わ
っ
て
養
育
し
て
い
る
人
に
、

児
童
扶
養
手
当
が
支
給
さ
れ
未
了
。

　
支
給
に
は
所
得
制
限
な
ど
が
あ

り
ま
す
の
で
、
詳
に
｝
ぐ
は
福
祉
課

　
（
豊
⑩
3
1
4
1
）
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
昭
和
六
十
年
八
月
一
日
以
降
、

支
給
要
件
に
該
当
し
て
か
ら
五
年

を
過
ぎ
る
と
、
手
当
の
請
求
が
出

来
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
現
在
、
孟
尹
受
給
し
て

い
る
人
は
、
現
況
届
を
八
月
三
十

一
日
ま
で
に
福
祉
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
提
出
の
な
い
場
合
は
、

支
給
出
来
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
ぐ

だ
さ
い
。
　
　
　
　
（
福
祉
課
）

　
特
別
児
童
扶
養
手
当

　
認
定
請
求
・
所
得
状
況
届

　
目
や
耳
、
体
の
不
自
由
な
児
童
、

日
常
牛
活
を
制
限
さ
れ
る
程
度
の

病
気
の
児
童
、
知
恵
遅
れ
や
情
緒

障
害
の
児
童
な
ど
を
、
家
庭
で
育

て
て
い
る
父
母
、
ま
た
は
父
母
に

代
わ
る
養
育
者
に
特
別
児
童
扶
養

手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
該
当
す
る
人
は
、
所
得
制
限
な

ど
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は

福
祉
課
（
豊
⑩
3
1
4
1
）
へ
お

問
い
合
わ
1
？
)
く
だ
さ
い
。

　
な
お
現
在
、
壬
碧
座
給
し
て

い
る
人
は
、
八
月
三
十
一
日
ま
で
’

に
所
得
状
況
届
か
提
出
し
で
く
だ

さ
い
。
提
出
の
な
い
場
合
は
、
支

給
出
来
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
ぐ
だ

さ
い
。
　
　
　
　
’
（
福
祉
課
）

　
パ
ソ
コ
ン
初
級
講
座

　
▼
と
き
・
・
・
９
月
９
日
倒
～
1
0
月

2
8
日
面
、
火
・
金
曜
日
の
1
4
回
、

午
後
６
時
半
１
９
時
▼
と
こ
ろ
…

城
南
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
’
‐
‐
▼

定
員
…
2
0
人
（
先
着
順
）
▼
受
講
料

上
万
四
千
円
▼
申
し
込
み
…
同

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
容
⑩
0
6

8
8
）
へ
。
　
　
（
交
通
労
政
課
）

　
和
裁
講
座

　
初
心
者
か
？
蔽
者
ま
で
の
実

技
講
習
を
同
時
に
行
い
未
了
。

　
▼
と
き
…
９
月
1
2
日
囲
～
Ｈ
月

1
8
日
面
の
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
で

2
0
回
（
1
0
月
1
0
日
か
ら
2
1
日
ま
で

は
除
く
）
、
午
前
1
0
時
～
午
後
４
時

▼
と
こ
ろ
・
：
城
南
地
域
職
業
訓
練

セ
ン
タ
ー
▼
定
員
・
・
・
1
5
人
程
度
（

先
着
順
）
▼
受
講
料
…
五
千
円
▼

教
材
・
持
参
品
・
・
・
コ
ー
ス
に
よ
り

交
通
災
害
共
済
・
火
災
共
済

　
予
約
加
入
受
け
付
け

　
　
　
　
　
　
９
月
１
日
か
ら
開
始

　
昭
和
六
十
三
年
度
（
共
済
期

間
六
十
三
年
十
二
月
一
日
⊥
八

十
四
年
十
一
月
三
十
日
）
の
交

湧
火
害
共
済
・
火
災
共
済
の
Ｉ

斉
予
約
加
入
営
け
付
け
が
、
九

月
一
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　
交
湧
火
害
共
済
・
火
災
共
済

制
度
は
、
万
一
の
交
通
事
故
や

火
災
に
備
え
て
会
費
聚
出
交
口

い
、
不
幸
に
し
て
交
通
事
故
や

火
災
に
遭
っ
た
人
夕
救
済
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
制
度
で
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
積
極
的
な

加
入
を
お
願
い
し
ま
す
。
詳
し

く
は
、
加
入
申
込
袋
に
同
封
の

「
し
お
り
」
を
お
読
み
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
既
加
入
者
に
つ
い
て

も
交
通
災
害
・
火
災
の
両
共
済

共
、
共
済
期
間
が
十
一
月
三
十

日
で
満
了
と
な
り
手
子
の
で
、

お買物のめ

やす　消費

者物価20

（8月分）

異
な
り
ま
す
（
自
己
負
担
）
▼
申
し

込
み
・
：
同
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
（

ａ
㈲
0
6
8
8
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
（
交
通
労
政
課
）

　
少
年
少
女
サ
ッ
カ
ー
教
室

　
▼
と
き
・
：
９
月
1
4
日
㈹
～
1
2
月

７
日
團
の
毎
週
水
曜
日
（
1
0
月
1
2

日
、
1
9
日
は
除
く
）
、
午
後
３
時
半

～
５
時
ｙ
と
こ
ろ
・
・
太
陽
が
丘
▼

対
象
・
：
小
学
生
▼
内
容
・
：
基
本
技

術
、
応
用
技
術
、
ゲ
ー
ム
▼
定
員

…
3
0
人
▼
参
加
料
・
・
・
四
千
円
▼
申

し
込
み
…
往
復
は
が
き
に
、
教
室

　この公表価格は、８月初めに実施した消費生活モ
ニター店頭価格調査に基づくものです｡(商工観光課)

品　目 規　　　格 瀧
価ts状況

最高
価格
鰍封町月比対iB年比

灯　　油
18ぞ店頭

　　円686 　　≪σ▲0.9 　　％▲13.7 　　μj750
　　μj
630

i8≪-iai≪ 736 1.7轟I2.0 770 700

ガソリン
レギュラー1 ≪現金
売'λ 115 0.9▲6.5 121 107

ティッシュ

　ペーノぐ－

4∽枚入箱

(クリネックス･ｽｺｯﾃ<) 151 0.7▲1.9 168 110

台所用
　　ラップ

サランラップ

30cmX 20111 206＆7.2▲1.9 238 115

アルミ
　　ホイル 25<･ｍｘ８ｍ 146 ▲5.2▲7.6 188 95

シャンプー 液体ポリ容器220CC
花王エッセンシャル 230 ０ ０ 230 230

洗濯用　粉石けん 2.4kg 843 A2.1▲8.7 950 725

牛　　肉
すき焼用
中程度100g 339 ▲1.5A14.2 415 255

a さけ 切身IOOk 316 ▲2.2▲5.1 450 248

バレイショ 男爵1008 24 ０▲17.2 35 13

キャベツ中玉約Ug 223 31.2 21.2350 100

鶏　　卵
Ｍサイズパック入
10個 119 7.2▲7.8 160 95

食用油 日済サ５ダ油ポリ容器1000k 476 0.4 5.8 584 348

しよう油キッコーマン濃口ポリ容Ｓ入1( 24s 1.2A 5.3 27≫ 198

砂　　糖上白l＼.r. 250 2.0 1.6 298 im

小麦扮 日清小友扮フラワーUg (i≫力■}） 196 0.5 0.5 218 163

インスタント
　コーヒー

ネスカフェエクセラ
瓶入150 K 852 ▲1.0A B.5 935 790

み　　そタヶヤミソμk34≫ ≪.8 7.7 358 328

食'-･ン
普通品１斤

（スライスしたもの） 155 2.0 ０ 170 135

洗ii代 ワイシャツ白の長そで 151 ▲1.3 5.6190 120
▲印は減

名
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

性
別
・
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、

８
月
3
1
日
ま
で
に
山
城
総
合
運
動

公
園
管
理
事
務
所
（
〒
6
1
1
広
野
町

八
軒
屋
谷
１
）
へ
。

加
入
の
手
続
き
を
お
忘
れ
な
ぐ
。

　
〈
共
済
会
費
〉

　
交
濤
火
害
共
済
は
一
人
五
百

円
。
火
災
共
済
は
一
世
帯
一
口

五
百
円
（
二
口
ま
で
加
入
出
来

毒
了
）
。

　
〈
申
し
込
み
〉

　
剛
閣
ぼ
の
い
ず
れ
か
の
方
法

で
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

山
町
内
（
自
治
）
会
長
さ
ん
を
通

　
じ
て
（
Ｈ
月
2
2
日
ま
で
）
。

ぼ
市
内
の
各
金
融
機
関
の
窓
口

　
で
（
郵
便
局
は
除
く
）
。

ぼ
市
役
所
交
通
労
政
課
の
窓
口

　
で
。

　
　
　
　
　
　
（
交
通
労
政
課
）

不用品情報センター

前期は８月31日まで

　
市
で
は
、
亘
忌
を
目
的
と

し
て
不
用
品
情
報
セ
ン
タ
ー
を

開
設
し
て
い
水
子
。

　
六
月
一
日
か
ら
の
前
期
の
受

け
付
け
は
、
八
月
三
十
一
日
ま

で
で
す
。

　
現
在
、
左
記
の
品
物
が
登
録

さ
れ
て
い
ま
す
。
希
望
・
提
供

の
品
物
が
あ
れ
ば
、
今
す
ぐ
登

録
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
登
録
中
の
品
物

　
〈
穣
り
ま
す
〉
…
セ
ミ
ダ
ブ
ル

ベ
ッ
ド
、
ダ
ブ
ル
ベ
ッ
ド
、
シ

ン
グ
ル
ベ
ッ
ド
、
リ
ク
ラ
イ
ニ

ン
グ
ベ
″
ド
、
Ｃ
接
３
点
セ
″

ト
、
三
段
ダ
ン
ス
、
電
気
ス
ト

ー
ブ
、
カ
ラ
オ
ケ
セ
ッ
ト
、
レ

シ
ー
バ
ー
、
プ
レ
ー
ヤ
ー
、
ク

ー
ラ
ー
、
８
ミ
リ
ビ
デ
オ
デ
ッ

キ
、
ス
テ
レ
オ
ス
ピ
ー
カ
ー
、
ラ

ジ
オ
カ
セ
ッ
ト
（
シ
ン
グ
ル
）
、

ル
ー
ム
ス
タ
ン
ド
、
ジ
ュ
ー
サ

ー
ミ
キ
サ
ー
、
冷
凍
冷
蔵
庫
、

電
子
オ
ル
ガ
ン
、
湯
沸
か
し
器
、

フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
、
都
市
ガ
ス

ス
ト
ー
ブ
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
、

ガ
ス
オ
ー
ブ
ン
、
サ
イ
ク
リ
ン

グ
自
転
車
、
ベ
ビ
ー
ラ
″
ク
、

カ
ー
シ
ー
ト
、
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
、

歩
行
器
、
ワ
ン
タ
ッ
チ
メ
リ
ー

ゴ
ー
ラ
ン
ド
、
ベ
ッ
ド
メ
リ
ー

ゴ
ー
ラ
ン
ド
、
あ
ん
ま
機
、
ビ

ニ
ー
ル
ボ
ー
ト
、
柔
道
着
、
剣

道
防
具
、
ホ
ー
’
ム
サ
ウ
ナ
、
ぶ

ら
さ
が
り
健
康
機
、
ル
ー
ム
ラ

ン
ナ
ー
、
美
容
マ
″
サ
ー
ジ
機
、

電
気
ミ
シ
ン
、
動
力
ミ
シ
ン
、

計
量
米
ビ
ツ
付
棚
、
流
に
Ｘ
Ｒ

三
つ
折
マ
″
ト
、
ゴ
ム
編
機
、

ワ
ー
プ
ロ
．
黒
板
、
和
文
タ
イ

プ
、
レ
コ
ー
ド
針
．
ビ
デ
オ
テ

ー
プ
．
ケ
ー
ス
付
人
形
、
車
い

ず
．

　
　
　
◇
　
　
　
◇

　
〈
譲
つ
て
ほ
し
い
〉
…
押
１
　
　
入

れ
ダ
ン
ス
、
事
務
机
、
二
段
ベ

ッ
ド
．
テ
ー
ブ
ル
、
長
い
ず
、

食
卓
セ
ッ
ト
、
食
器
棚
、
食
卓
用

い
ず
、
本
棚
、
掃
除
機
、
除
湿
機
、

扇
風
機
、
冷
温
風
機
、
ラ
ジ
オ

カ
セ
″
ト
（
ダ
ブ
ル
）
、
カ
ラ
オ

ケ
セ
ッ
ト
、
テ
ー
プ
デ
ッ
キ
、

ラ
ジ
オ
、
８
ミ
リ
ビ
デ
オ
デ
ッ

キ
、
冷
蔵
庫
、
電
子
レ
ン
ジ
、

電
磁
調
理
器
、
ジ
ュ
ー
サ
ー
ミ

キ
サ
ー
、
ピ
ア
ノ
、
電
子
ピ
ア

ノ
、
エ
レ
キ
ギ
タ
ー
、
婦
人
用

自
転
車
、
三
輪
自
転
車
、
ミ
ニ

サ
イ
ク
ル
、
子
供
用
自
転
車
、

大
人
用
自
転
車
、
モ
ト
ク
ロ
ス

用
自
転
車
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
自

転
車
、
ベ
ビ
ー
用
カ
ー
シ
ー
ト
、

ペ
ビ
ー
カ
ー
、
ベ
ビ
ー
フ
ェ
ン

ス
、
ベ
ビ
ー
用
ハ
イ
チ
ェ
ア
ー
、

ブ
ラ
ン
コ
、
双
子
用
ベ
ビ
ト
力

・
‐
‐
、
三
輪
車
、
柔
道
着
、
テ
ン

ト
、
ス
キ
ュ
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン
グ

セ
″
ト
、
ぶ
ら
さ
が
り
健
康
機
、

電
気
ミ
シ
ン
、
口
″
ク
ミ
シ
ン
、

足
踏
み
ミ
シ
ン
、
ポ
ー
タ
ブ
ル

ミ
シ
ン
、
栖
戸
、
学
習
い
す
、
ワ

ー
プ
ロ
、
パ
ソ
コ
ン
、
ボ
デ
ィ

ー
、
車
い
ず
。

888

敬老祝金を

支給

不用品情報センター

市役所商工観光課

内（電話2231

41）
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